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Abstract
　The Sato family at Osaka kita-no-shinchi owns a wide variety of single prints. These are collections of 
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要
旨

　
大
阪
北
の
新
地
の
佐
藤
家
に
は
、
佐
藤
駒
次
郎
が
蒐
集
し
た
多
彩
な
一
枚
摺
物

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
、
北
の
新
地
の
舞
台
や
舞
踊
と
無
関
係
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
枚
摺
物
の
あ
る
も
の
は
、

北
陽
浪
花
踊
や
温
習
会
で
使
わ
れ
た
舞
台
下
絵
の
原
画
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
舞

台
装
置
な
ど
に
深
く
関
わ
る
資
料
で
あ
っ
た
。
駒
次
郎
は
こ
れ
ら
を
田
中
良
な
ど

舞
台
関
係
者
に
提
供
し
た
り
、
ま
た
は
自
分
自
身
の
識
見
を
高
め
た
り
す
る
た
め

に
蒐
集
し
、
浪
花
踊
関
係
資
料
と
と
も
に
疎
開
先
に
携
行
す
る
な
ど
、
戦
火
か
ら

守
り
抜
い
て
今
日
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
歌
川
広
重
、
長
唄
「
隅
田
の
四
季
」、
神
田
市
場
天
王
祭
、

　
角
倉
船
・
末
吉
船
絵
馬
、
立
版
古

は
じ
め
に

　
大
阪
北
の
新
地
の
佐
藤
家

　 1）
に
は
、
芸
妓
扱
店
・
永
楽
席
の
経
営
者
で
あ
っ
た

佐
藤
駒
次
郎
（
一
八
八
一
～
一
九
五
〇
）
が
蒐
集
し
た
、
北
陽
浪
花
踊
の
映
像
フ
ィ

ル
ム
、
番
付
、
舞
台
下
絵
、
写
真
ア
ル
バ
ム
等
が
多
数
保
管
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の

中
に
は
、
浪
花
踊
と
一
見
無
関
係
と
思
え
る
多
彩
な
一
枚
摺
物
も
含
ま
れ
て
い

て
、
こ
ち
ら
は
駒
次
郎
の
趣
味
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
一
枚
摺
物
は
、
浪
花
踊
に
直
接
関
わ
る
資
料
と
と
も
に
、
駒
次
郎

が
疎
開
さ
せ
て
戦
火
か
ら
守
っ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
が
北
の
新
地
の
芸
能
責
任
者

と
し
て
、戦
後
も
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
必
須
の
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
も
の
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
駒
次
郎
や
北
の
新

地
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
た

い
。
取
り
上
げ
る
一
枚
摺
物
は
、（
一
）歌
川
広
重
の
浮
世
絵
『
江
戸
土
産
』、（
二
）

「
大
正
十
年
神
田
市
場
天
王
祭
」
摺
物
、（
三
）「
角
倉
船
」「
末
吉
船
」
絵
馬
の
複

製
画
、（
四
）「
日
本
八
景
」
の
写
真
、（
五
）「
立た

て
は
ん版

古こ

」
と
よ
ば
れ
る
子
供
の
玩

具
絵
で
あ
る
。（
一
）
の
解
説
と
駒
次
郎
ま
た
は
北
陽
と
の
縁
に
つ
い
て
は
笠
井

純
一
が
、
同
じ
く
（
二
）（
三
）（
四
）
に
つ
い
て
は
笠
井
津
加
佐
が
、（
五
）
は

肥
田
晧
三
が
執
筆
し
た
。
ま
た
図
版
は
、
一
括
し
て
文
末
に
掲
げ
た
。
図
版
の
う

ち
、
所
蔵
者
を
記
さ
な
い
も
の
は
、
全
て
佐
藤
家
の
所
蔵
品
で
あ
る
。

佐
藤
家
所
蔵
一
枚
摺
物
と
大
阪
北
の
新
地
の
舞
台

人
間
社
会
研
究
域
客
員
研
究
員
（
本
学
名
誉
教
授
）

笠
　
井

　
純

　
一

関
西
大
学
文
学
部
元
教
授

肥
　
田

　
晧

　
三

人
間
社
会
研
究
域
客
員
研
究
員

笠
　
井

　
津
加
佐



140 （ 2 ）人間社会環境研究　第41号　2021．3

一
、
広
重
『
江
戸
土
産
』
と
「
隅
田
の
四
季
」

　
佐
藤
家
に
は
、
初
代
歌
川
広
重
（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
の
浮
世
絵
五
枚
が

残
さ
れ
て
い
る（
図
1
～
5
）。い
ず
れ
も
隅
田
川
流
域
の
光
景
を
描
い
た
も
の
で
、

『
江
戸
土
産
』　 2）
と
称
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
浮
世
絵
を
駒
次
郎
が
集
め
た
理
由
は
、
北
陽
演
舞
場
に
お

け
る
舞
踊
「
隅
田
の
四
季
」
の
参
考
資
料
と
し
て
、
北
陽
浪
花
踊
な
ど
の
舞
台
美

術
を
担
当
し
た
田
中
良
（
一
八
八
四
～
一
九
七
四
）　 3）
に
提
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た

と
い
う
仮
説
を
立
て
た
。
以
下
に
そ
の
推
論
を
記
そ
う
。

　「
隅
田
の
四
季
」
は
、
四
世
杵
屋
佐
吉
（
一
八
八
四
～
一
九
四
五
）
作
曲
の
三
絃

主
奏
曲
「
隅
田
川
四
季
」　 4）
に
、
二
世
花
柳
寿
輔
（
一
八
九
三
～
一
九
七
〇
）
が
振

り
を
つ
け
た
舞
踊
で
あ
る
。『
寿
輔
芸
談
』　 5）
に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
れ
は
確
か
大
正
八
年
の
夏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の
稽
古
場
へ
突
然
佐

吉
さ
ん
が
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
佐
吉
さ
ん
は
い
き
な
り
、
新
し
い
曲
を
こ
し

ら
え
た
か
ら
私
に
振
り
つ
け
て
く
れ
、
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
が
「
隅
田
の

四
季
」
だ
っ
た
の
で
す
。
佐
吉
さ
ん
は
、
そ
の
前
か
ら
歌
詞
な
し
の
三
味
線

だ
け
の
音
楽
を
作
曲
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
ど
こ
か
で
、
私
が
新
し

い
舞
踊
の
仕
事
を
し
た
が
っ
て
い
る
の
を
き
い
て
、「
隅
田
の
四
季
」
が
出

来
上
る
と
す
ぐ
私
の
と
こ
ろ
へ
持
ち
込
ん
で
く
れ
た
の
で
す
。
私
も
何
と
か

し
て
舞
踊
の
新
し
い
世
界
を
拓
き
た
い
、
と
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
早
速
「
隅
田
の
四
季
」
に
振
り
を
つ
け
て
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
数
年
前
か
ら
、
東
京
の
長
崎
さ
ん
の
お
邸
や
何
か
で
、
器
楽
の
伴
奏

で
創
作
舞
踊
の
よ
う
な
も
の
を
幼
稚
な
が
ら
、
無
鉄
砲
に
や
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
割
合
に
す
ら
す
ら
と
振
り
が
つ
き
ま
し
た
が
、
一
つ
に
は
佐
吉
さ
ん

の
曲
が
よ
か
っ
た
こ
と
が
尚
の
こ
と
、
仕
事
が
や
り
よ
か
っ
た
の
で
す
。

　「
隅
田
の
四
季
」
は
大
阪
新
町
の
演
舞
場
で
開
催
さ
れ
た
杵
屋
佐
吉
さ
ん

の
演
奏
会
に
新
町
一
流
の
芸
妓
が
初
演
し
ま
し
た
が
、
曲
が
好
い
の
で
予
想

外
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
の
新
地
で
再
演
し
ま
し
た
が
、
こ

の
時
も
好
評
で
、そ
の
年
の
芸
者
踊
り
の
人
気
を
さ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
寿
輔
に
よ
れ
ば
、
佐
吉
は
「
広
重
の
絵
か
ら
暗
示
を
う
け
て
作
曲
し

た
」　 6）
の
だ
と
い
う
。

　
広
重
は
そ
の
生
涯
に
、
多
数
の
浮
世
絵
を
残
し
た
。
隅
田
川
を
題
材
と
し
た
も

の
も
少
な
く
な
い
。
佐
吉
が
暗
示
を
受
け
た
浮
世
絵
は
、
そ
の
何
れ
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
杵
屋
佐
久
吉
『
四
世
杵
屋
佐
吉
研
究
』
に
は
、「
隅
田
川
四
季
」
を

聞
い
た
平
山
蘆
江
（
一
八
八
二
～
一
九
五
三
）
の
評
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る

　 7）
。

〈
ま
つ
り
〉
よ
り
も
広
重
八
景
の
秋
の
部
が
私
の
心
を
動
か
し
た
。
が
、
こ

れ
は
ま
だ
未
完
成
品
で
あ
る
こ
と
を
ま
ぬ
が
れ
ぬ
。
た
だ
、
佐
吉
が
こ
れ
ほ

ど
の
も
の
を
案
じ
出
し
た
勇
気
と
熱
心
が
う
れ
し
い
。

　
佐
吉
の
「
隅
田
川
四
季
」
に
は
四
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
⑴
「
墨
堤
の
暁
色
」、

⑵
「
両
国
の
賑
」、
⑶
「
佃
の
篝
火
」、
⑷
「
木
母
寺
の
雪
」
と
題
さ
れ
る
。
蘆
江

は
、佐
吉
が
暗
示
を
受
け
た
作
品
を
「
広
重
八
景
」
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、

広
重
作
の
数
あ
る
「
八
景
」
物
の
う
ち
、「
木
母
寺
」
が
含
ま
れ
る
の
は
『
東
都

名
所
之
内
隅
田
川
八
景
』
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
木
母
寺
秋
月
」
の
題
で
あ
っ

た
 　8）
。
但
し
、
こ
れ
は
秋
景
で
あ
る
か
ら
⑷
「
木
母
寺
の
雪
」
の
元
画
に
は
な
り

え
な
い
。
蘆
江
の
よ
う
に
、「
八
景
」
物
に
限
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で

あ
る
。
木
母
寺
は
ま
た
、『
名
所
江
戸
百
景
』
に
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
ち
ら
も
春

ま
た
は
秋
の
景
色
が
描
か
れ
て
い
て
該
当
し
な
い
。
木
母
寺
の
冬
景
を
含
む
シ

リ
ー
ズ
は
、『
江
戸
土
産
』
お
よ
び
『
江
戸
高
名
会
亭
尽
』
だ
が
、
後
者
は
著
名

な
料
亭
を
描
い
た
も
の
で
、
⑴
～
⑶
に
相
当
す
る
画
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
佐

藤
家
に
は
浮
世
絵
が
現
存
し
な
い

　 9）
が
、
⑶
の
佃
島
篝
火
を
描
い
た
浮
世
絵
は
、

『
江
戸
土
産
』
と
『
名
所
江
戸
百
景
』
の
両
シ
リ
ー
ズ
に
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

佐
吉
が
⑶
⑷
を
同
時
に
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
と
す
れ
ば
、『
江
戸
土
産
』
が
最
も
適

切
な
シ
リ
ー
ズ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、「
隅
田
川
四
季
」
の
場
面
⑴
～
⑷
と
、
そ
の
元
と
な
っ
た
『
江
戸
土

産
』
の
画
（
隅
田
川
関
係
に
限
る
）
①
～
⑦
を
対
照
し
て
み
よ
う
（
表
Ⅰ
）。
⑴
に

対
す
る
①
は
春
景
、
⑷
に
対
す
る
②
は
冬
景
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
⑥
か
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ら
夏
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
お
そ
ら
く
容
易
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
⑦
の
白
魚
漁

は
冬
か
ら
初
春
に
か
け
て
行
わ
れ
た
ら
し
い
の
で

　10）
、
こ
れ
を
秋
の
景
物
と
す
る

の
は
問
題
が
あ
る
。
た
だ
、
秋
の
隅
田
河
畔
を
描
い
た
④
は
、
整
っ
た
美
し
い
画

だ
が
や
や
印
象
が
弱
い
の
で
、
佐
吉
は
晩
秋
の
情
景
と
し
て
⑦
を
選
ん
だ
の
か
も

し
れ
な
い
。
⑦
は
、
暗
が
り
に
四
ツ
手
網
が
浮
か
ぶ
斬
新
な
構
図
で
、
左
右
に
揺

ら
め
く
篝
火
は
ち
ろ
ち
ろ
と
水
面
を
照
ら
し
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
す
優
品
で

あ
る
。
佐
吉
は
こ
の
画
か
ら
、
曲
の
興
趣
を
呼
び
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。　表

Ⅰ
．『
江
戸
土
産
』
所
収
の
浮
世
絵
と
「
隅
田
川
四
季
」

　
そ
れ
で
は
田
中
良
は
、
こ
れ
ら
の
浮
世
絵
を
い
つ
ご
ろ
駒
次
郎
か
ら
提
供
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）一
〇
月
の「
北
陽
温
習
会
」

に
際
し
て
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　
佐
藤
家
に
は
、
こ
の
時
の
衣
裳
下
絵
（
図
6
）、
お
よ
び
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

三
月
に
北
陽
演
舞
場
で
開
か
れ
た
「
第
八
回
鶯
遊
会
」
の
舞
台
下
絵
（
図
7
）

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
、
花
柳
舞
踊
研
究
会
で
「
隅
田
の
四
季
」
が
上

演
さ
れ
た
、
第
一
回
（
図
8
、
一
九
二
四
．
四
）、
第
八
回
（
図
9
、
一
九
二
七
．

一
一
）、
第
一
九
回
（
図
10
、
一
九
三
四
．
一
一
）
の
舞
台
写
真

　11）
と
を
、
比
較
検

討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、「
隅
田
の
四
季
」
の
関
係
事
項
を
年
代
順
に
整
理
す
れ
ば
、
表
Ⅱ
の
通

り
で
あ
る
。

　表
Ⅱ
．「
隅
田
の
四
季
」
関
係
略
年
表

　
北
の
新
地
に
お
け
る
「
隅
田
の
四
季
」
初
演
は
、
大
正
一
四
年
一
〇
月
の
北
陽

温
習
会
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
が
、
こ
と
は
さ
ほ
ど
簡
単
で
な
い
。
ま
ず

先
述
の
『
寿
輔
芸
談
』
記
事
に
、
大
阪
新
町
で
の
初
演

4

4

の
後
、「
北
の
新
地
で
再4

演4

」
し
た
と
あ
る
の
に
信
を
置
け
ば
、
初
演
・
再
演
は
第
一
回
花
柳
舞
踊
研
究
会

（
大
正
一
三
年
）
以
前
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
寿
輔
の
振
付
は
速
や
か
に

行
わ
れ
た
ら
し
い
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
初
演
は
、
佐
吉
の
作
曲
（
大
正
八
年
）

か
ら
程
遠
く
な
い
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
佐
吉
は
、
大
正
一
二
年
五
月
ま
で

は
北
陽
浪
花
踊
に
関
わ
っ
て
い
な
い
の
で

　12）
、
北
陽
で
の
「
隅
田
の
四
季
」
再
演

も
こ
れ
以
降
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
と
、「
再
演
」
時
期
は
大
正
一
二
年
六
月

以
降
、
同
一
三
年
四
月
の
第
一
回
花
舞
踊
研
究
会
以
前
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
け
れ

ど
も
寿
輔
が
、
初
演
・
再
演
の
回
数
か
ら
第
一
回
研
究
会
を
除
外
し
た
り
、
大
阪

花
街
に
お
け
る
上
演
だ
け
を
数
え
た
り
し
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
ず
、
こ
の
点
は

結
論
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
北
の
新
地
に
お
け
る「
再
演
」が
大
正
一
三
年
四
月
以
前
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

田
中
良
は
こ
の
上
演
に
参
画
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
北
の
新
地
と
関
わ
っ
た
の

は
、
大
正
一
二
年
五
月
の
第
九
回
北
陽
浪
花
踊
が
最
初
で
あ
る
が
、
一
場
面
の
背

景
を
考
案
す
る
に
止
ま
っ
た

　13）
。
ま
た
、
図
6
の
衣
裳
下
絵
（
大
正
一
四
年
）
は
、

佐
藤
家
に
残
る
他
の
衣
裳
下
絵
と
比
較
し
て
殊
に
丁
寧
に
描
か
れ
た
作
品
で
、
踊

子
（
芸
妓
）
の
顔
ま
で
が
美
し
く
描
か
れ
て
い
る

　14）
。
北
陽
の
舞
台
に
か
け
る
彼

の
強
い
意
欲
が
、
覗
え
る
力
作
と
い
え
よ
う
。
田
中
は
こ
の
下
絵
を
以
て
、
自
己
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の
力
量
を
北
の
新
地
関
係
者
に
示
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
が
北
陽
浪

花
踊
の
舞
台
を
恒
常
的
に
担
当
す
る
の
は
、
こ
の
翌
年
以
降
で
あ
っ
た
。「
隅
田

の
四
季
」
再
演
が
大
正
一
三
年
四
月
以
前
で
あ
っ
た
場
合
、
こ
れ
と
田
中
は
無
関

係
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
花
柳
舞
踊
研
究
会
の
舞
台
写
真
を
見
て
お
き
た
い
。
第
一
回
（
図

8
）
は
余
り
鮮
明
で
な
く
、
衣
裳
の
裾
も
見
え
に
く
い
が
、
踊
り
子
の
衣
裳
は

黒
っ
ぽ
く
、
図
6
と
は
か
な
り
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
第
八
回
（
図
9
）
は

持
物
が
手
拭
で
あ
り
、
衣
裳
の
柄
も
中
央
の
踊
子
の
み
他
と
異
な
り
、
第
一
九
回

（
図
10
）
で
も
や
は
り
中
央
の
衣
裳
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
と
も
に
色
調
や
柄
は

図
6
に
近
い
。
図
柄
の
決
め
手
は
、
隅
田
川
に
特
徴
的
な
護
岸
の
た
め
の
「
杭
」

で
あ
り

　15）
、
そ
れ
は
一
見
無
粋
に
見
え
る
が
江
戸
情
緒
を
象
徴
す
る
景
物
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
図
7
に
も
図
案
化
し
て
画
か
れ
て
い
る
。
小
さ
く
で
は
あ
る
が
、
広

重
も
は
っ
き
り
と
「
杭
」
を
描
い
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
田
中
が
第
一
回
花
柳
舞
踊
研
究
会
の
「
隅
田
の
四
季
」
に

加
わ
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
阪
に
お
い
て
は
、
大
正

一
四
年
一
〇
月
の
北
陽
温
習
会
が
最
初
の
参
画
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
駒
次

郎
は
温
習
会
に
先
立
ち
、
佐
吉
に
暗
示
を
与
え
た
『
江
戸
土
産
』
の
浮
世
絵
数
葉

を
田
中
に
提
供
し
、
図
6
を
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、「
大
正
十
年
神
田
市
場
天
王
祭
」
摺
物
と
第
一
七
回
北
陽
浪
花
踊

　
佐
藤
家
に
は
「
大
正
十
年
九
月
神
田
市
場
江
戸
天
王
祭
絵
巻
」（
あ
や
そ
の
画
、

伊
勢
辰
版
）
と
銘
打
っ
た
揃
い
の
摺
物
（
六
枚
）
が
あ
る
。

其
一
「
五
反
大
の
ぼ
り
」
／
其
二
「
連
雀
町
熊
坂
山
車
」
／
其
三
「
連
雀
町

御
神
酒
所
」
／
其
四
「
多
町
の
積
盤
台
と
大
松
の
造
り
物
」
／
其
五
「
多
町

の
大
万
燈
」
／
其
六
「
通
新
石
町
歳
徳
神
山
車
」　

　

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
で
は
其
一
（
図
11
）、
其
五
（
図
12
）、
其
六
（
図
13
）

の
三
点
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
第
一
七
回
北
陽
浪
花
踊
（
昭
和
六
年
）
で
上
演
さ

れ
た
「
古
今
夢
絵
姿
」
の
舞
台
下
絵
（
図
14
）　16）
を
見
よ
う
。「
江
戸
神
社
・
神
田

市
場
」
と
大
書
さ
れ
た
「
大
万
燈
」
や
、
そ
の
背
後
の
家
並
、
さ
ら
に
右
手
に
見

え
る
櫓
様
の
建
物
な
ど
、
両
者
の
類
似
は
顕
著
で
あ
り
、
図
12
が
図
14
の
原
画
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
を
挟
む
余
地
が
な
い
。

　
ま
た
、
佐
藤
駒
次
郎
が
手
控
え
と
し
て
作
成
し
た
自
筆
の
「
舞
台
下
絵
見
本

帳
」（
仮
称
）
に
も
、
図
11
～
13
の
摺
物
と
深
い
関
係
に
あ
る
絵
画
が
あ
る
。
図

15
の
「
江
戸
天
王
祭
」
と
書
か
れ
た
大
幟
は
、
図
17
の
幟
に
は
「
天
王
祭
」
と
だ

け
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
駒
次
郎
が
図
11
の
右
側
の
大
幟
だ
け
を
見
て
、
幟

の
上
部
に
本
来
書
か
れ
て
い
た
は
ず
の
「
江
戸
」
の
二
文
字
を
無
き
も
の
と
見
て

描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
図
17
の
「
大
万
燈
」
も
図
12
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
面

白
い
の
は
、
駒
次
郎
が
図
13
の
右
半
分
だ
け
を
下
敷
き
に
、
図
16
を
描
い
た
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
摺
物
も
、
北
陽
演
舞
場
に
お
け
る
踊
り
の
舞
台
を
作
成
す
る
た
め
田

中
良
に
提
供
し
た
り
、
あ
る
い
は
駒
次
郎
自
身
が
江
戸
情
緒
の
参
考
に
し
た
り
す

る
た
め
、
蒐
集
し
た
絵
画
と
考
え
て
誤
り
な
か
ろ
う
。

三
、「
角
倉
船
」「
末
吉
船
」
絵
馬
の
複
製
画
と
第
一
八
回
北
陽
浪
花
踊

　
佐
藤
家
に
は
、寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
に
描
か
れ
た
「
角
倉
船
」（
図
18
）、

同
一
一
年
の
「
末
吉
船
」（
図
19
）
の
絵
画
複
製
が
あ
る
。
原
本
は
京
都
清
水
寺

に
奉
納
さ
れ
た
扁
額
（
絵
馬
）
で
あ
り
、
戦
前
期
は
国
宝
で
あ
っ
た
（
現
在
は
重

要
文
化
財
）。
こ
の
複
製
二
枚
は
、
第
一
八
回
北
陽
浪
花
踊
（
昭
和
七
年
）
の
番
付

（
愛
蔵
版
）
に
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
次
の
解
説

　17）
も
付
さ
れ
て
い
る
。

此
の
図
に
依
つ
て
「
御
朱
印
船
」
の
構
造
な
ど
が
分
り
ま
す
、
又
三
味
線
や

骨
牌
や
双
六
や
煙
草
盆
や
煙
管
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
よ
つ
て
当

時
の
風
俗
の
一
端
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
第
一
八
回
北
陽
浪
花
踊
は
「
産
業
の
大
阪
」
と
題
し
、
そ
の
第
四
場
に
「
御
朱

印
船
」
が
置
か
れ
て
い
て
、
番
付
に
は
田
中
良
に
よ
る
舞
台
下
絵
二
枚
（
図
20
・
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21
）
が
掲
げ
ら
れ
、
左
記
の
解
説
も
付
さ
れ
る
。
甲
板
の
左
右
に
置
か
れ
た
屋
根

付
き
の
桟
敷
や
船
首
の
形
態
な
ど
に
、絵
馬
の
図
柄
が
生
か
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

慶
長
、
元
和
、
寛
永
の
頃
屢
々
呂ろ

宋す
ん

、
暹シ

ヤ

羅ム

、
東ト

ン
キ
ン京

等
に
渡
航
し
て
外
国
貿

易
を
営
み
た
る
豪
華
を
極
め
た
御
朱
印
船
上
の
舞
台
面
に
て
船
員
と
し
て
の

南
蛮
人
数
名
と
ペ
ル
シ
ヤ
猫
と
を
配
し
南
蛮
更
紗
着
の
船
人
六
人
の
別
踊
子

が
「
便
り
聞
き
た
や
ヨ
ウ
辰
巳
が
吹
け
ば
ヨ
ウ
帰
る
初
雁
片
便
り
ヨ
ウ
」
と

節
調
面
白
く
異
国
情
調
豊
か
に
踊
り
狂
ふ
。

此
場
面
は
御
朱
印
船
よ
り
仇
夢
に
移
る
つ
な
ぎ
の
幕
で
背
景
の
帆
は
同
船
の

帆
で
あ
り
ま
す
。

本
年
御
朱
印
船
を
上
演
い
た
し
ま
し
た
の
は
寛
永
年
間
海
外
渡
航
熱
勃
興
し

て
そ
れ
等
の
人
達
が
海
上
の
無
事
平
穏
と
取
引
の
成
功
を
祈
願
す
る
為
京
都

清
水
寺
に
当
時
の
船
体
乗
組
員
等
の
模
様
を
画
け
る
掛
額
を
献
納
し
た
其

額
面
よ
り
ピ（

マ
ヽ
）ン

ト
を
得
た
も
の
で
今
に
其
額
面
は
清
水
寺
に
掛
け
て
あ
り
ま

す
。　18）

　
な
お
、
佐
藤
家
に
残
る
「
御
朱
印
船
」
の
舞
台
写
真
（
図
22
）
に
は
、
図
20
を

背
景
に
踊
る
「
南
蛮
人
と
ペ
ル
シ
ヤ
猫
」
が
写
っ
て
い
る
。
両
図
の
右
手
上
部
に

独
特
の
旗
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
絵
馬
に
描
か
れ
た
旗
を
モ
デ
ル
に
描
か
れ
た
も

の
に
相
違
な
い
。
田
中
良
の
舞
台
下
絵
「
御
朱
印
船
」
は
、
北
陽
か
ら
提
供
さ
れ

た
絵
馬
の
複
製
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、「
日
本
八
景
」
の
写
真
と
北
陽
温
習
会

　
佐
藤
家
に
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
刊
行
し
た
「
日
本
八
景
」
の
袋
入
り
写
真

が
残
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
八
景
」
と
は
、
東
京
日
日
新
聞
社
と
大
阪
毎
日
新
聞

社
が
主
催
し
、
読
者
に
景
勝
地
の
推
薦
・
投
票
を
求
め
た
企
画
で
、
投
票
数
と

四
九
人
の
審
査
員
（
泉
鏡
花
、
岡
田
三
郎
助
、
河
東
碧
梧
桐
、
横
山
大
観
、
竹
内
栖
鳳
、

谷
崎
潤
一
郎
、田
山
花
袋
、高
浜
虚
子
、土
田
麦
僊
、内
藤
湖
南
、黒
板
勝
美
、藤
島
武
二
、

幸
田
露
伴
、
小
島
烏
水
、
北
原
白
秋
ほ
か
）
の
審
議
で
こ
れ
を
決
定
し
た
。
読
者
の

投
票
は
昭
和
二
年
四
月
一
一
日
に
始
ま
り
、
五
月
二
〇
日
に
締
め
切
ら
れ
た
。
七

月
八
日
に
は
、審
査
員
の
決
選
投
票
に
よ
っ
て
八
景（
室
戸
岬
、十
和
田
湖
、雲
仙
岳
、

木
曽
川
、
上
高
地
、
華
厳
滝
、
別
府
温
泉
、
狩
勝
峠
）
を
選
定
し
て
い
る
。

　
北
陽
温
習
会
で
「
日
本
八
景
」
を
取
上
げ
た
の
は
同
年
一
〇
月
で
、
田
中
良
の

舞
台
下
絵
が
用
い
ら
れ
た
（
一
幕
）　19）
。
袋
入
り
写
真
の
発
行
日
は
九
月
五
日
で

あ
り
、
田
中
が
こ
れ
を
見
て
下
絵
を
描
い
た
か
ど
う
か
は
未
詳
だ
が
、
時
宜
を
得

た
企
画
な
の
で
、
写
真
も
参
考
に
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

五
、
佐
藤
家
の
「
立
版
古
」

　
佐
藤
家
に
浮
世
絵
版
画
の
「
立
版
古
」（
た
て
は
ん
こ
）
を
五
点
（
一
六
枚
）
所

蔵
し
て
い
る
（
文
末
図
版
参
照
）。

①
　
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
古
市
之
段

　
二
枚
続
き

　
貞
信
画

　
大
阪
心
斎
橋
安

堂
寺
町
冨
士
政
七
板

②
　
歌
舞
伎
大
芝
居
切
組
燈
籠

　
三
枚
続
き

　
貞
信
画

③
　
組
上
燈
籠
田
舎
源
氏
古
寺
之
図

　
三
枚
続
き

　
梅
堂
国
政
画

　
東
京
馬

喰
町
綱
島
亀
吉
板

④
　
組
上
燈
籠
舞
台
附
物

　
五
枚

　
東
京
浅
草
南
元
町
牧
金
之
助
／
東
京
両

国
尾
関
岩
吉
刊

⑤
　
馬
車
組
立

　
三
枚
続
き

　
文
部
省
製
本
所
刊

　
以
上
の
五
点
で
あ
る
。「
立
版
古
」
は
一
種
の
消
耗
品
で
あ
っ
た
の
で
、
現
物

そ
の
も
の
が
、
今
日
ま
で
無
事
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
稀
れ
で
、
こ
の
五
点
は
、

そ
の
ど
れ
も
が
貴
重
品
と
言
っ
て
よ
い
品
々
で
あ
る
。
佐
藤
家
蔵
品
の
詳
細
を
以

下
に
記
し
、
そ
の
貴
重
資
料
た
る
意
義
を
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
、一

　立
版
古
と
は

　20）

　
は
じ
め
に
「
立
版
古
」
の
説
明
を
記
す
。「
立
版
古
」（
た
て
は
ん
こ
）
と
は
、

浮
世
絵
版
画
の
一
分
野
で
、
大
版
（
お
お
ば
ん
）
の
錦
絵
（
タ
テ
三
八
セ
ン
チ
×
ヨ
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コ
二
五
セ
ン
チ
）
の
画
面
に
描
き
込
ま
れ
た
人
物
・
家
屋
・
草
花
樹
木
な
ど
を
、

ハ
サ
ミ
で
切
り
抜
き
、
そ
れ
ら
の
部
品
を
糊
で
張
合
わ
せ
、
芝
居
の
舞
台
の
よ
う

な
立
体
の
作
品
を
組
立
て
る
。
今
風
に
言
え
ば
、
錦
絵
の
プ
ラ
モ
デ
ル
で
あ
る
。

江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
の
中
頃
ま
で
、
子
ど
も
の
遊
び
と
し
て
流
行
し
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
一
緒
に
興
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
版
画
一
枚
か
ら
出
来
上

る
小
さ
い
作
品
か
ら
、
二
枚
続
き
、
三
枚
続
き
、
大
き
い
の
は
十
枚
続
き
以
上
の

が
あ
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
作
品
が
出
来
上
る
。
夏
に
限
定
し
た
遊
び
で
（
理
由

後
述
）、
江
戸
・
京
・
大
阪
の
三
都
で
、
夕
涼
み
の
店
先
や
床
几
の
上
に
作
品
を

飾
り
、
そ
ば
に
蠟
燭
や
ラ
ム
プ
の
明
か
り
を
添
え
、
夏
の
夕
べ
の
た
の
し
み
に
よ

ろ
こ
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
流
の
浮
世
絵
師
が
「
立
版
古
」
の
制
作
に
筆
を
染

め
て
お
り
、
古
く
は
葛
飾
北
斎
、
北
尾
政
美
の
名
作
が
残
っ
て
い
る
。
幕
末
・
明

治
に
は
江
戸
の
歌
川
芳
藤
・
梅
堂
国
政
、
大
阪
の
長
谷
川
貞
信
ら
が
良
い
作
品
を

数
多
く
画
い
た
。
立
版
古
の
原
図
は
、
出
来
上
り
を
予
想
し
て
、
各
部
品
を
描
き

入
れ
て
作
画
す
る
の
で
、
作
者
の
工
夫
次
第
で
作
品
の
良
し
悪
し
、
組
上
て
る
時

の
面
白
味
が
き
ま
る
。
以
上
の
画
家
た
ち
は
、
そ
う
し
た
点
で
、
す
ぐ
れ
た
作
品

を
多
く
残
し
た
。
し
か
し
、
明
治
中
期
以
後
は
、
新
作
は
無
く
な
り
、
子
ど
も
の

興
味
が
他
の
新
し
い
遊
戯
に
移
る
に
し
た
が
い
、「
立
版
古
」
は
徐
々
に
そ
の
姿

を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
作
品
の
出
来
上
っ
た
当
初
は
、
み
ん
な
で
鑑
賞
し
て
品

物
を
大
切
に
す
る
が
、
年
月
を
経
る
と
作
品
は
痛
み
、
大
事
に
保
存
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
、
消
耗
品
で
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
。
後
に
残
ら
な
い
の
が
こ
の
玩
具
の
宿

命
な
の
で
あ
っ
た
。「
た
て
は
ん
こ
」
は
、
正
し
く
は
「
切
組
燈
籠
」（
き
り
く
み

と
う
ろ
う
）
又
は
「
組
上
げ
燈
籠
」
と
い
う
。
も
と
も
と
お
盆
の
供
養
に
作
ら
れ

る
燈
籠
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
玩
具
化
し
た
の
が
起
源
で
、
御
所
や
巨
刹
で
飾
ら

れ
た
燈
籠
が
元
祖
で
あ
っ
た
。
今
も
民
俗
行
事
の
津
軽
の
ね
ぶ
た
、
山
鹿
の
灯
籠

踊
、
京
岩
倉
の
灯
篭
舞
な
ど
は
、
こ
う
し
た
流
れ
の
上
に
あ
る
。「
立
版
古
」
が

夏
だ
け
の
遊
び
で
あ
る
の
も
、
こ
こ
か
ら
来
て
い
る
。「
立
版
古
」
は
「
立
版
行
」

と
記
す
の
が
、
本
来
正
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
た
て
は
ん
こ
う
」
が
本
当
の

呼
び
方
で
あ
る
が
、
約
っ
て
「
た
て
は
ん
こ
」
と
な
り
、「
は
」
を
濁
音
に
し
て

「
た
て
ば
ん
こ
」
と
も
い
う
。「
版
行
」（
は
ん
こ
う
）
は
「
刊
行
」
と
同
義
、「
出

版
物
」
の
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
書
物
、
版
画
は
「
版
行
」「
版
行
物
」

と
も
言
っ
て
い
た
。
版
画
を
切
り
抜
い
て
立
て
る
の
で
「
立
版
行
」
と
称
す
る
よ

う
に
な
り
、「
切
組
燈
籠
」
の
略
称
と
し
て
広
く
通
用
し
た
の
で
あ
る
。「
立
版
古
」

の
「
古
」
は
当
て
字
で
あ
る
。
い
ま
「
立
版
古
」
の
遊
び
は
滅
ん
で
し
ま
っ
た
が
、

「
俳
句
歳
時
記
」
の
夏
の
季
題
に
、
か
ろ
う
じ
て
生
命
を
保
っ
て
い
る
。

五
、二

　大
し
ん
ぱ
ん
伊
勢
音
頭
恋
の
寝
釼
古
市
之
段

　
切
組
燈
籠 

二
枚
続
き

（
長
谷
川
）
貞
信
画

　
大
阪
心
齋
橋
安
堂
寺
町
北
入
冨
士
政
七
板
（
版
面
の

表
記
そ
の
ま
ま
を
記
す
。
以
下
同
断
）

　「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
は
近
松
徳
三
作
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
初
演
の
歌
舞

伎
狂
言
、
筋
立
て
が
巧
妙
で
舞
台
が
面
白
く
大
当
り
を
取
っ
た
狂
言
で
あ
る
。
以

来
、
東
西
の
歌
舞
伎
界
で
繰
返
し
上
演
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
本
作
は
、
そ

の
古
市
油
屋
の
場
を
「
立
版
古
」
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
劇
の
主
人
公
福
岡
貢
は

紛
失
し
た
主
家
の
宝
刀
を
詮
義
し
て
い
る
。
貢
に
馴
染
み
の
遊
女
お
紺
、
貢
に
恋

慕
す
る
醜
女
の
遊
女
お
鹿
、
意
地
悪
の
仲
居
万
野
ら
油
屋
の
女
性
、
刀
を
盗
ん
だ

悪
者
の
徳
島
岩
次
、
徳
次
、
藍
玉
屋
北
六
、
さ
ら
に
貢
の
家
来
料
理
人
喜
助
が
加

わ
り
、
遂
に
は
惨
劇
に
至
る
、
そ
の
情
景
を
取
材
し
て
い
る
。
油
屋
の
二
階
座
敷

と
階
下
座
敷
に
八
名
の
人
物
を
配
し
、
複
雑
な
家
屋
構
造
が
巧
妙
に
作
ら
れ
、
人

物
描
写
が
真
に
迫
り
、
こ
う
し
た
精
妙
な
描
写
は
長
谷
川
貞
信
の
最
も
得
意
と
す

る
所
で
あ
っ
た
。
貞
信
の
代
表
作
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
作
品
で
あ
る
。
余
談
で

あ
る
が
、
庭
先
の
手
水
鉢
の
銘
が
「
東
呉
」
と
し
て
あ
る
。「
東
呉
」
は
そ
の
頃

大
阪
ミ
ナ
ミ
阪
町
の
有
名
な
料
亭
で
、〝
東
呉
の
鰻
〟
が
著
名
で
あ
っ
た
。
同
時

期
の
同
一
版
元
の
貞
信
の
他
の
作
品
に
、
同
じ
く
東
呉
の
手
水
鉢
を
画
い
た
の
が

存
在
す
る
の
で
、
版
元
と
画
師
と
料
亭
の
三
者
提
携
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
ユ
ー
モ
ア
が
よ
ろ
こ
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
立
版
古
」
は
第
一

枚
目
の
版
面
の
隅
に
「
組
上
の
図
」（
出
来
上
り
図
）
が
必
ず
画
い
て
あ
り
、
そ
れ

を
見
な
が
ら
、
各
部
品
に
付
け
て
あ
る
合
印
に
し
た
が
い
、
組
上
げ
る
。
貞
信
の
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作
品
に
は
刊
行
年
月
を
記
し
て
な
い
こ
と
が
多
く
、
本
作
は
恐
ら
く
明
治
初
年
の

作
。
長
谷
川
貞
信
は
大
阪
の
立
版
古
作
り
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

五
、三

　極
新
板
歌
舞
伎
大
芝
居
切
組
燈
籠

　
貞
信
画
（
三
枚
続
き
。
版
元
名
を
記

さ
ず
）

　
芝
居
小
屋
の
舞
台
が
出
来
上
る「
立
版
古
」で
あ
る
。
大
へ
ん
珍
し
い
作
品
で
、

こ
の
「
立
版
古
」
の
残
っ
て
い
た
の
は
奇
蹟
的
と
言
っ
て
よ
い
程
の
貴
重
品
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
大
阪
道
頓
堀
の
「
中
の
芝
居
」（
中
座
）「
角
の
芝
居
」（
角
座
）

の
舞
台
を
模
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
組
立
て
る
と
、
間
口
三
八
セ
ン
チ
、
高
サ

三
二
セ
ン
チ
、
奥
行
一
五
セ
ン
チ
、
廻
り
舞
台
直
径
八
セ
ン
チ
の
雛
型
が
完
成
す

る
。
精
巧
に
作
図
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
た
か
も
本
物
の
芝
居
小
屋
に
接
し
て
い

る
感
が
あ
る
。
正
面
、
舞
台
上
部
に
〝
に
ら
み
鯛
〟
を
据
え
、
両
脇
に
大
手
、
笹

瀬
の
紋
が
あ
る
。
大
手
・
笹
瀬
は
江
戸
期
大
阪
の
代
表
格
の
贔
屓
連
の
名
称
、
丸

に
大
手
の
二
字
、
笹
竜
胆
（
さ
さ
り
ん
ど
う
）
に
「
せ
」
の
一
字
、
こ
の
二
つ
の
紋

所
は
、
大
阪
の
芝
居
に
吉
例
の
付
き
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
下
、
一
文
字
幕
（
横
幕
）

に
「
惣
座
中
江
」
と
す
る
。
上
手
・
下
手
の
出
入
り
口
、
義
太
夫
の
床
、
御
簾
内

の
囃
子
方
、舞
台
上
部
の
吊
り
枝
が
備
わ
る
。
下
手
出
入
り
口
の
揚
幕
は
「
イ
菱
」

中
村
雁
次
郎
の
紋
で
あ
る
。
雁
次
郎
が
人
気
役
者
に
な
っ
た
明
治
二
十
年
代
の
作

と
推
定
さ
れ
、
長
谷
川
貞
信
の
立
版
古
と
し
て
は
後
期
の
作
品
で
あ
る
。
版
元
名

を
削
り
去
っ
た
跡
が
見
え
、
再
摺
品
で
あ
る
。
画
面
の
隅
に
、
舞
台
の
引
幕
（
大

幕
）、
浅
黄
幕
、
吊
り
枝
の
替
り
品
、
舞
台
に
の
せ
る
役
者
の
芝
居
は
、
別
に
注

文
を
受
け
て
画
く
と
、
画
家
の
追
記
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
阪
の
伝
統

的
な
芝
居
小
屋
の
カ
タ
チ
が
写
さ
れ
、
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

五
、四

　組
上
燈
籠
田
舎
源
氏
古
寺
之
図

　
梅
堂
国
政
筆

　（
東
京
）
馬
喰
町
二
丁

目
十
四
番
地

　
辻
亀

　
綱
島
亀
吉
梓

　
明
治
十
九
年
月
日
出
版

　
本
作
は
柳
亭
種
彦
の
連
作
小
説
「
偐
紫
田
舎
源
氏
」（
に
せ
む
ら
さ
き
い
な
か

げ
ん
じ
）
の
一
場
面
に
取
材
し
て
い
る
。「
偐
紫
田
舎
源
氏
」
は
、
文
化
一
二
年

（
一
八
一
五
）
に
初
篇
が
出
て
、
三
八
篇
ま
で
続
刊
、
紫
式
部
の
源
氏
物
語
の
世

界
を
と
り
入
れ
、
大
当
り
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
で
あ
る
。
古
寺
の
場
は
そ
の

第
六
篇
で
源
氏
の
君
と
夕
顔
の
関
係
を
模
し
て
物
語
が
展
開
す
る
。
主
人
公
「
光

氏
」
が
心
を
寄
せ
る
「
黄
昏
」（
た
そ
が
れ
）
と
野
中
の
古
寺
に
宿
る
。
光
氏
の

仇
し
心
を
恨
む
母
の
「
凌
晨
」（
し
の
の
め
）
は
、
鬼
女
の
姿
を
装
い
、
光
氏
を

刺
そ
う
と
す
る
。
が
、
修
験
者
に
遂
に
折
伏
さ
れ
る
。
画
師
梅
堂
国
政
の
作
で
あ

る
が
、
梅
堂
の
作
品
は
き
わ
め
て
大
振
り
な
の
が
特
色
で
、
本
作
も
間
口
七
五
セ

ン
チ
、
奥
行
四
五
セ
ン
チ
の
大
作
で
あ
る
。
荒
れ
果
て
た
古
寺
、
奥
座
敷
の
源
氏

車
の
豪
奢
な
襖
も
凄
惨
な
有
様
、
破
れ
天
井
、
屋
根
の
雑
草
、
縁
の
蜘
蛛
の
巣
、

薄
気
味
悪
い
古
井
戸
、
夕
顔
棚
、
地
蔵
尊
、
月
明
り
も
薄
暗
い
。
怪
し
い
情
景
の

中
に
、
鬼
女
、
光
氏
、
黄
昏
、
修
験
者
の
四
人
が
居
る
。
細
部
の
描
写
が
行
届
い

て
、
と
て
も
良
く
出
来
た
作
品
で
あ
る
。
立
版
古
は
大
半
以
上
が
歌
舞
伎
芝
居
に

取
材
す
る
が
、
本
作
を
歌
舞
伎
で
上
演
し
た
か
ど
う
か
。
怪
奇
物
と
し
て
独
自
の

も
の
で
あ
ろ
う
と
推
量
す
る
。
因
み
に
、
梅
堂
国
政
は
、
明
治
期
の
東
京
の
立
版

古
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

五
、五

　組
上
ゲ
燈
籠
舞
台
附
物

　
五
枚
（
牧
金
之
助
刊
三
枚
、
辻
亀
綱
島
亀
吉
刊

二
枚
）

　
全
五
枚
で
あ
る
が
、
一
枚
一
枚
発
行
年
月
の
異
な
る
単
独
作
品
で
あ
る
。
全
作

と
も
画
者
名
な
し
。
こ
こ
で
は
五
枚
が
一
体
と
な
っ
た
作
と
し
て
扱
う
。
個
々
の

名
称
と
刊
年
、
次
の
と
お
り

Ａ
．
組
上
け
燈
籠
舞
台
附
物

　
明
治
三
一
・
三
・
二
四
発
行

Ｂ
．
組
上
燈
籠
附
属
絵

　
明
治
二
七
・
八
・
一
八
発
行

Ｃ
．
組
上
ケ
燈
篭
舞
台
附
物

　
明
治
三
三
・
五
発
行

　
　（
以
上
三
枚
）
東
京
浅
草
区
南
元
町
十
五
番
地

　
牧
金
之
助
刊

Ｄ
．
組
上
附
属
電
機
燈

　
明
治
二
七
・
五
発
行

Ｅ
．
組
上
附
属
霞
の
図

　
明
治
二
六
・
七
発
行

（
以
上
二
枚
）
東
京
日
本
橋
区
若
松
町
十
五
番
地
両
国
深
川
屋
尾
関
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亀
吉
刊

　
Ａ
は
歌
舞
伎
裏
方
の
人
た
ち
が
描
か
れ
て
い
る
。
浄
瑠
璃
床（
太
夫
と
三
味
線
）、

大
薩
摩
、
長
唄
三
味
線
、
狂
言
方
、
つ
け
打
、
黒
ん
坊
、
下
座
囃
子
方
（
大
太
鼓
、

三
味
線
、唄
方
、笛
）
の
全
一
一
名
で
あ
る
。
別
に
「
大
入
」
の
大
き
い
看
板
一
枚
。

Ｂ
は
画
面
を
二
分
、
右
に
一
文
字
幕
（
花
卉
模
様
）、
左
に
引
幕
を
舞
台
上
手
、

下
手
に
寄
せ
て
束
ね
た
所
、
上
手
は
「
し
ん
上
」
の
文
字
と
熨
斗
の
図
、
下
手
は

団
・
菊
・
左
・
芝
翫
の
紋
を
散
ら
す
。
Ｄ
は
画
面
を
二
分
、
右
は
電
機
燈
の
立
版

古
、
劇
場
の
天
井
か
ら
吊
下
げ
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
風
の
洋
燈
、
風
俗
資
料
と
し
て

大
へ
ん
珍
ら
し
い
。
左
は
一
文
字（
花
卉
模
様
）。
Ｃ
・
Ｅ
は
霞
の
図
。
Ｃ
は
朱
色
、

Ｅ
は
紫
色
。
舞
台
の
背
景
に
霞
模
様
と
し
て
使
用
す
る
も
の
ら
し
い
。
東
京
独
自

の
も
の
か
。
大
阪
で
は
つ
い
ぞ
見
た
こ
と
が
な
い
。

五
、六

　馬
車
組
上 

三
枚
次
ぎ

　
文
部
省
製
本
所
発
行

　
立
版
古
は
「
芝
居
も
の
」「
風
物
も
の
」「
風
景
も
の
」
の
三
つ
の
分
野
が
作
ら

れ
た
が
、
こ
の
洋
風
馬
車
は
「
風
物
も
の
」
に
属
し
、
し
か
も
開
化
の
風
物
を
写

し
て
、
じ
つ
に
貴
重
な
風
俗
資
料
で
あ
る
。
文
部
省
監
修
で
あ
る
の
も
権
威
付
け

る
。
作
品
と
し
て
も
良
く
出
来
て
い
る
。
車
上
に
紳
士
・
淑
女
が
座
し
、
手
綱
を

引
く
御
者
が
鞭
を
振
る
う
。
馬
は
黒
い
マ
ス
ク
で
眼
か
く
し
さ
れ
て
い
る
。
従
来

の
立
版
古
世
界
で
は
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
ま
さ
に
文
明
開
化
の
華
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。
民
間
製
の
立
版
古
は
紙
面
一
杯
に
描
き
込
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

余
白
を
充
分
に
取
っ
た
所
は
、
さ
す
が
官
製
と
い
う
べ
き
か
。

五
、七

　結
語

　
以
上
「
立
版
古
」
の
定
義
を
述
べ
、
佐
藤
家
所
蔵
の
個
々
の
作
品
の
説
明
を
記

し
た
。
佐
藤
家
蔵
品
は
小
さ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
け
れ
ど
、
顕
著
な
特
色

は
、
舞
台
機
構
に
関
わ
り
あ
る
作
が
、
意
図
的
に
集
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
立
版
古
の
中
で
も
特
に
変
り
種
で
あ
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
佐
藤
駒
次

郎
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
年
に
わ
た
り
北
陽
浪
花
を
ど
り
を
監
修
し

て
来
ら
れ
た
佐
藤
駒
次
郎
氏
は
、
舞
台
装
置
に
も
特
に
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
佐
藤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、こ
れ
ら
の
品
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　

　
以
上
、
佐
藤
家
所
蔵
の
一
枚
摺
物
の
う
ち
、
北
の
新
地
の
舞
踊
や
舞
台
と
関
り

が
深
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
叙
述
し
た
。
最
後
に
、
舞
台
作
成
を
め
ぐ
る

駒
次
郎
と
田
中
良
他
と
の
交
渉
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
田
中
は
駒
次
郎
に
対
し
、

参
考
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
年
三
月
一
二
日
、
田
中
は
駒
次
郎
に
葉
書
を
送
り
、
次
の
よ
う
に
依
頼

し
て
い
る
。

例
の
灘
波
橋
及
北
浜
辺
の
ビ
ル
デ
ン
グ
の
参
考
写
真
が
御
手
に
入
り
ま
し
た

ら
、
至
急
御
送
り
願
へ
ま
す
ま
い
か
。
但
小
生
の
大
阪
行
は
四
月
始
め
に
な

り
ま
す
か
ら
、或
は
此
の
場
だ
け
の
下
絵
が
其
れ
か
ら
に
願
へ
れ
ば
尚
結
構
、

さ
す
れ
ば
ス
ケ
ツ
チ
を
致
し
ま
す
。
右
御
願
迠
。　21）

　
田
中
は
、
同
年
五
月
の
第
一
四
回
北
陽
浪
花
踊
、
第
六
場
「
大
大
阪
」
の
舞
台

下
絵
を
描
く
た
め
、「
灘（
難
の
誤
）波
橋
及
北
浜
辺
の
ビ
ル
デ
ン
グ
の
参
考
写
真
」

を
駒
次
郎
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
九
年
四
月
一
三
日
消
印
の
葉
書
で

は
、
駒
次
郎
に
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

「
千
代
の
盃
」
夢
の
泡
雪
の
舞
台
下
絵
の
写
真
、
御
送
り
下
さ
れ
ま
し
御
使
、

今
正
に
拝
掌
仕
り
ま
し
た
。　22）

　「
千
代
の
盃
」
は
同
年
の
第
二
〇
回
北
陽
浪
花
踊
の
題
名
で
、「
夢
の
泡
雪
」
は

第
五
場
で
あ
る
。
舞
台
下
絵
は
田
中
の
作
品
だ
が
、
そ
れ
が
約
半
月
後
の
開
演
を

控
え
て
駒
次
郎
の
手
許
に
あ
る
の
を
、
何
ら
か
の
事
情
で
田
中
側
に
参
照
の
必
要

が
生
じ
、
写
真
撮
影
と
送
付
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
田
中
良
以
外
に
も
、
駒
次
郎
か
ら
資
料
の
提
供
を
う
け
た
者
が
い
る
。
作
歌

者
・
木
村
富
子
（
一
八
九
〇
～
一
九
四
四
）
は
、
昭
和
九
年
十
二
月
十
六
日
付
の

葉
書
で
、
駒
次
郎
に
「
踊
の
御
本
」
の
礼
を
述
べ
た
。
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先
頃
は
ま
こ
と
に
失
礼
申
上
候
。
又
御
多
忙
の
折
柄
、
わ
ざ
〳
〵
踊
の
御
本

を
お
送
り
い
た
ゞ
き
、
難
有
御
礼
申
上
候
。
前
節
お
約
束
の
舞
踊
台
本
、
本

日
出
来
い
た
し
、
と
も
か
く
も
花
柳
家
元
へ
ま
で
さ
し
上
げ
置
候
。　23）

　
ま
た
同
一
二
年
一
月
二
〇
日
付
の
葉
書
に
も
次
の
よ
う
に
み
え
。
作
歌
の
た
め

の
資
料
を
求
め
て
い
る
。

早
速
な
が
ら
、
第
二
と
第
八
、
を
ん
ご
く
の
唄
だ
け
が
わ
か
り
か
ね
ま
す
の

で
、
以
上
二
つ
だ
け
御
教
示
い
た
ゞ
き
た
う
ぞ
ん
じ
ま
す
。
田
中
先
生
に
も

お
た
づ
ね
い
た
し
ま
し
た
が
一
寸
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
手
数
な
が
ら

よ
ろ
し
く
御
願
申
上
げ
ま
す
。
他
の
方
は
ど
う
や
ら
出
来
さ
う
で
御
座
い
ま

す
。　24）

　
岡
鬼
太
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
四
三
）
も
、
駒
次
郎
か
ら
書
籍
の
提
供
を
受
け

た
ら
し
い
。
昭
和
三
年
二
月
二
三
日
付
葉
書
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
作
歌
の

た
め
の
資
料
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。

次
に
か
ね
て
恩
借
の
御
書
籍
、
長
ら
く
留
置
申
訳
無
御
座
候
が
、
数
日
内
ニ

鉄
道
便
に
て
な
り
と
精
々
注
意
の
上
御
返
納
可
申
上
。　25）

　
以
上
の
よ
う
に
駒
次
郎
は
、
北
の
新
地
で
上
演
さ
れ
る
舞
踊
の
舞
台
美
術
家
・

作
歌
者
・
振
付
者
ら
と
緊
密
な
連
携
を
取
っ
て
い
た
。
必
要
に
応
じ
て
彼
ら
に
提

供
す
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
資
料
の
蒐
集
を
心
が
け
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
こ
と

が
ま
た
彼
自
身
の
識
見
を
高
め
、
よ
り
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
生
み
出
す
原
動
力
と

な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
舞
台
機
構
に
関
り
の
あ
る
立
版
古
を
集
め
た

こ
と
も
、
踊
り
や
芝
居
へ
の
強
い
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
佐
藤
駒
次
郎
は
花

街
の
一
経
営
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
一
枚
摺
物
は
彼
の
舞
台

に
か
け
る
熱
情
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
大
阪
北
の
新
地
の
一
つ
の
特
性
は
、
こ

の
よ
う
な
人
物
を
技
芸
責
任
者
に
据
え

　26）
、
芸
妓
の
踊
り
を
芸
術
の
域
に
ま
で
高

め
よ
う
と
志
向
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

【
注
】

 1） 

佐
藤
家
に
つ
い
て
は
、
笠
井
津
加
佐
・
笠
井
純
一
「
大
阪
北
の
新
地
舞
踊
関
係

史
料
―
佐
藤
家
所
蔵 

佐
藤
駒
次
郎
宛
書
信
（
上
）」（『
人
間
社
会
環
境
研
究
』

四
一
、二
〇
二
一
．
三
）
を
参
照
。

 2） 

『
江
戸
土
産
』は
、
東
京
都
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
閲
覧
し
た
。
ま
た
広
重
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
冊

子
に
し
た
『
絵
本
江
戸
土
産
』
を
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
刊
行
し
た
。
和
装

の
中
本
で
あ
る
。

 3） 

田
中
良
に
つ
い
て
は
、
笠
井
津
加
佐
・
笠
井
純
一
「
大
阪
花
街
・
北
新
地
と
舞

台
美
術
家
：
田
中
良
―
佐
藤
家
史
料
を
も
と
に
―
」（『
人
間
社
会
環
境
研
究
』

三
六
、
二
〇
一
八
）、
お
よ
び
注
 1）
拙
稿
を
参
照
。

 4） 

杵
屋
佐
久
吉
『
四
世
杵
屋
佐
吉
研
究
』（
糸
遊
書
院
、
一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、「
三

絃
主
奏
楽
」
の
第
一
作
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
作
曲
の
「
隅
田
川
四
季
」

で
あ
り
、「
広
重
の
絵
に
題
し
て
」
と
傍
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
上
演
は
同
年
九
月

の
第
二
三
回
芙
蓉
会
（
於 

日
本
橋
倶
楽
部
）
で
あ
っ
た
。

 5） 

花
柳
寿
輔
「
杵
屋
佐
吉
さ
ん
の
こ
と
」（『
寿
輔
芸
談
』
実
業
之
日
本
社
、

一
九
五
七
）。

　
　 

 6） 

『
花
柳
舞
踊
研
究
会
記
念
画
集
』（
一
九
三
五
）
は
、
こ
の
曲
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
す
。

 

杵
屋
佐
吉
が
創
始
し
た
三
絃
主
奏
曲
の
第
一
の
作
品
で
、
広
重
の
絵
か
ら
暗

示
を
う
け
て
作
曲
し
た
も
の
で
す 

墨
堤
の
暁
色
、両
国
の
賑
ひ
、佃
の
篝
火
、

木
母
寺
の
雪
と
い
ふ
題
に
て
、
四
季
の
情
景
を
三
味
線
と
一
管
の
笛
に
て
現

は
し
た
曲
で
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
に
振
を
つ
け
た
舞
踊
で
あ
り
ま
す
。

 7） 
注
 4）
参
照
。
な
お
、〈
ま
つ
り
〉
は
三
絃
主
奏
曲
の
第
二
作
で
あ
っ
た
。

 8） 
『
隅
田
川
八
景
（
復
刻
版
）』（
ア
ダ
チ
版
画
研
究
所
、
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

 9） 

佐
藤
家
に
「
両
国
橋
」
お
よ
び
「
佃
白
魚
漁
夜
景
」
の
二
点
が
残
さ
れ
な
い
理
由

は
未
詳
だ
が
、
戦
時
下
の
疎
開
と
そ
の
後
の
数
次
に
わ
た
る
引
越
等
を
経
て
、
資

料
の
一
部
が
散
逸
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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 10） 

佃
島
の
白
魚
漁
に
つ
て
は
、
東
京
都
中
央
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
中
央
区
指

定
文
化
財
12
、
白
魚
献
上
箱
」
を
参
照
し
た
（https://w

w
w
.city.chuo.lg.jp/

kusei/syokai/tyuobunkazai/shirauokennjyoubako.htm
l

）。

 11） 
『
花
柳
舞
踊
研
究
会
記
念
画
集
』
に
よ
っ
て
掲
げ
た
。

 12） 
杵
屋
佐
吉
が
北
の
新
地
に
関
係
す
る
の
は
、
第
一
〇
回
北
陽
浪
花
踊
（
大
正
一
三

年
五
月
）
以
降
で
あ
っ
た
。

 13） 

第
九
回
北
陽
浪
花
踊
は
全
体
を
「
歌
絵
巻
」
と
称
し
、
第
一
場
か
ら
第
八
場
ま
で

あ
る
。
田
中
が
参
画
し
た
の
は
そ
の
第
五
場
「
春
日
の
歌
垣
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

番
付
に
は
場
面
説
明
と
し
て
「
日
本
上
古
の
歌
垣
と
称
す
る
も
の
（
中
略
）
を
現

代
式
に
書
き
現
わ
し
た
る
半
井
氏
の
新
ら
し
き
試
み
に
洋
画
家
田
中
良
氏
の
考
案

に
な
れ
る
春
日
野
の
夜
景
を
配
し
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 14） 

田
中
は
衣
裳
下
絵
を
描
く
に
あ
た
り
、
人
物
の
容
貌
ま
で
は
描
か
な
い
か
、
大
ま

か
に
描
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。

 15） 

隅
田
川
の
「
百
本
杭
」
に
つ
い
て
は
「
ひ
ゃ
っ
ぽ
ん
ぐ
い
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』

小
学
館
、
一
九
七
五
）
を
参
照
。

 16） 

第
一
七
回
北
陽
浪
花
踊
「
古
今
夢
絵
姿
」
の
第
六
場
「
江
戸
錦
絵
」。
な
お
佐
藤
家

に
は
、
こ
の
場
面
の
舞
台
写
真
も
残
さ
れ
て
い
る
。

 17） 

『
第
十
八
回
北
陽
浪
花
踊
番
付
』（
一
九
三
二
）
に
よ
る
。

 18） 

注
 17）
に
同
じ
。

 19） 

田
中
良
『
舞
台
美
術
』（
西
川
書
店
、
一
九
四
四)

。
但
し
、
舞
台
や
踊
の
内
容
は

未
詳
で
あ
る
。

 20） 

立
版
古
に
関
し
て
は
、
肥
田
晧
三
「
立
版
古
考
」（
日
本
浮
世
絵
協
会
『
浮
世
絵
芸

術
』
一
二
、一
九
六
六
）、
同
「
立
版
古
つ
れ
づ
れ
」（『
立
版
古
―
江
戸
・
浪
花 

透

視
立
体
紙
景
色
』、
株
式
会
社IN

A
X

、
一
九
九
三
）
が
あ
る
。

 21） 

注
 1）
拙
稿
登
載
の
翻
刻
文
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜

句
読
点
を
補
っ
た
。

 22） 

注
 21）
に
同
じ
。

 23） 

注
 21）
に
同
じ
。

 24） 

注
 21）
に
同
じ
。

 25） 

注
 21）
に
同
じ
。

 26） 

中
井
浩
水
「
回
頭 

春
の
踊
り
」（『
上
方
』
四
、
一
九
三
一
）
に
は
、「
派
手
な
南
地

に
地
味
な
北
陽
、
芸
者
の
数
は
少
く
つ
て
も
芸
自
慢
の
土
地
柄
、
そ
の
芸
自
慢
の

黒
幕
に
は
故
人
小
林
剛
三
翁
と
佐
藤
お
国
夫
妻
が
控
へ
て
ゐ
た
、
小
林
翁
を
扶
け

て
佐
藤
駒（

マ
ゝ
）

治
郎
氏
が
ゐ
た
、
佐
藤
氏
は
在
来
ず
つ
と
北
陽
の
技
芸
部
長
と
し
て
丁

度
南
地
の
森
下
父
子
と
併
称
す
べ
き
人
、
佐
藤
氏
に
一
切
を
任
し
て
悠
然
た
る
取

締
大
西
熊
吉
氏
、
他
廓
に
は
事
務
所
演
舞
場
に
政
争
―
ち
と
仰
山
だ
が
―
は
あ
つ

て
も
北
陽
だ
け
は
一
向
に
そ
れ
が
な
い
」
と
記
さ
れ
る
。

付
記

　
本
稿
は
、
筆
者
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
戦
前
期
大
阪
花
街

の
社
会
的
機
能
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
：
芸
能
と
社
会
と
の
関
係
を
中
心
に
」（
基
盤
研

究
C
課
題
番
号
：18K

00925

、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
す
。
本
稿
の
一
～
四
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
究
会

で
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。
当
日
参
加
さ
れ
た
研
究
分
担
者
：
田
村
義
也
氏
、
塚
原
康

子
氏
、
藤
田
勝
也
氏
、
研
究
協
力
者
：
大
西
秀
紀
氏
に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
や
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
基
幹
と
も
い
う
べ
き

「
五
、
佐
藤
家
の
立
版
古
」
は
、
肥
田
晧
三
先
生
に
執
筆
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
快
諾

さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
共
著
者
と
し
て
お
名
前
を
記
す
こ
と
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ご
学
恩
と
ご
芳
情
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
は
、
所
蔵
資
料
の
一
部
を
図
版
と
し
て
掲
載
す
る

こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
笠
井
純
一
記
）



131（ 11 ） 佐藤家所蔵一枚摺物と大阪北の新地の舞台

１．広重『江戸土産』と「隅田の四季」

図１「隅田つゝみ花さかり」① 図２「木母寺料理屋御前栽畑内川」②

図３「すみた川真乳山の夕景」③
図４「花屋しき秋のはなその」④

図５「宮戸川あづま橋」⑤



130 （ 12 ）人間社会環境研究　第41号　2021．3

図６　北陽温習会衣裳下絵（1925.10） 図７　第８回鶯遊会舞台下絵（1934.3）

図８　第１回研究会（1924.4） 図９　第８回研究会（1927.11）

図10　第19回研究会（1934.11）

北の新地衣裳・舞台下絵

花柳舞踊研究会舞台写真「隅田の四季」



129（ 13 ） 佐藤家所蔵一枚摺物と大阪北の新地の舞台

２.「大正十年神田市場江戸天王祭絵巻」摺物と第17回北陽浪花踊

図11　其一「五反大のぼり」 図12　其五「多町の大万燈」

図13　其六「通新石町歳徳神山車」 図14　第17回北陽浪花踊「古今夢絵姿」舞台
　　　（大阪府立中之島図書館所蔵番付）

図17　№65「神田祭 勢獅子」（⑵神田祭）

図15　№18「神田祭 勢獅子」（⑴神田祭） 図16　№39「神田祭 勢獅子」（祭）

№と「 」内は各頁に、（ ）内は冊子末の索引に、駒次郎が付した題。

佐藤駒次郎「舞台下絵見本帳」



128 （ 14 ）人間社会環境研究　第41号　2021．3

３．「角倉船」「末吉船」の絵馬複製画と第18回北陽浪花踊

図18　「角倉船」 図19　「末吉船」

図20・21「御朱印船」の舞台背景（番付による）

図22　「御朱印船」の舞台写真



127（ 15 ） 佐藤家所蔵一枚摺物と大阪北の新地の舞台

５．佐藤家の「立版古」

①－1

①「伊勢音頭恋寝刃古市之段」　　②「歌舞伎大芝居切組灯籠」　　③「組上灯籠田舎源氏古寺之図」

①－2

②－1 ②－2

②－3 ③－1

③－2 ③－3
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④－A

④「組上灯籠舞台附物」　　　⑤「馬車組立」

④－B

④－C ④－D

④－E ⑤－1

⑤－2 ⑤－3


